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さよならセレモニー「感謝の集い」を開催

全国への挑戦2024



建学の精神
「神を敬し、人を愛する」

カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成すること
をもって目的とする。  （寄附行為 第３条）
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産業教育功労者表彰 【11/12】

　預かり保育を利用していた八戸学院幼稚園の年少組から年長組の園児が、八戸学院大学短期大学部の学園祭（10/19）に遊びに行って
きました。向かうバスの中で、「どんなことしてるのかな～？」とすでにワクワクしている子どもたち。到着すると、射的やボールを
蹴って遊ぶ的当て、パペット人形作りなど、短大のお姉さん・お兄さんに教えてもらいながらたくさん遊びました。
　その後、解体される予定の４号館に移動して、３階の音楽室の壁に記
念のお絵描きをしました。「今日は特別だよ～」と伝えると「やったー」
と大喜びで、普段は描くことのできない広い壁でペンをぐるぐる動か
したり、好きなキャラクターを描いたり、サインを書き込んだり。「高い
所にも描きた～い！」とぐーっと背伸びをして描く子もいて、リトミック
でお世話になった校舎に『ありがとう』の気持ちいっぱいで、特別なお
絵描きを楽しんだ子どもたちでした。

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

思い出を語る同窓生 関係者の前で挨拶をする杉山学長 在学生による「感謝の演奏」

開設から 53 年間に渡り多くの学生が使用してきた幼児保育学科旧校舎（老朽化により解体）

表紙
　SG GROUPホールはちのへ（八戸
市公会堂）で開催した八戸学院光星
高等学校吹奏楽部の第 19 回定期演
奏会の様子。部員たちは日々練習
に励み、その成果を披露しました。

（12 ページに関連記事）

　工業などの産業教育に関して顕著な功労があった教職員を表彰する産業教育
功労者に、本校教諭の籏谷寿逸先生が選ばれ、ホテル青森で行われた授賞式で
は、産業教育振興会より表彰状が贈られました。

　この度は産業教育功労者表彰を賜り、感激に堪
えません。受賞のお知らせをいただいた時は複雑
な気持ちでした。この栄誉は私一人の力ではなく、
上司や諸先輩方のご指導、支えてくださった同僚
の皆様のお陰と思っております。そして、これま
で関わってきた全ての生徒に心から感謝申し上げ
ます。本校に赴任した際、工業科の先生方から、
基本からしっかりご指導いただき、力強い励まし
の言葉をいただいたことは今でも忘れません。
　これからも皆様のお力添えを頂きながら、一生懸
命努力するとともに、気持ちを引き締めて、精進して参ります。今後ともご指導賜り
たく、宜しくお願い申し上げます。

籏谷　寿逸

八戸学院大学短期大学部幼児保育学科旧校舎
さよならセレモニー「感謝の集い」を開催 ［10/19］

野西高
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全国への挑戦2024

◆2024年度第73回全日本大学サッカー選手権大会出場
　（2024年度東北大学サッカーリーグ１部優勝）
　この度、18年ぶり二度目の東北大学サッカーリーグ優勝を果たすことがで
きました。今回の優勝は、日頃よりご支援・ご声援をくださる皆様のおかげ
で日々サッカーに打ち込むことができた結果です。長い年月を経て再び頂点
に立つことができたことは、チームにとってとても大きな喜びです。これか
ら全国大会に挑戦していく中、１勝でも多くの勝利を重ねることで、少しでも
恩返しができるようチーム一丸となって全力を尽くして参ります。

主将　菅野 聖斗

男子サッカー部

光 

星

大 

学

◆第33回全日本大学女子サッカー選手権大会出場
　（東北地域大学女子サッカーリーグ第一代表）
　チームの大きな目標は、インカレで一回戦突破することです。今年は、東北の1位代表として
全国大会に挑むことができます。自分たちがチャレンジャーであることを忘れず、自分たちの
サッカーで一回戦突破を目指します。そして、監督や家族、チームに携わってくださった方々に
感謝を忘れず、恩返しができるように目の前の試合に向けて頑張っていきたいと思います。

主将　及川　桃

女子サッカー部

◆第61回全国大学ラグビーフットボール選手権大会出場
　（第3回北日本大学ラグビーフットボール交流戦優勝）
　今回の東北リーグや北日本大学交流戦で相手の大学に
対して圧倒して勝ち切る事ができたのは、冬から行って
きた体づくりや走り込みなど、厳しい練習に取り組んだ
からだと思っています。全国大会では目標の１勝を果た
すために自分たちの強みを活かし、これまで行ってきた
ことを信じ抜いて勝ちにいきたいと思います。

主将　清水 涼平

男子ラグビー部

◆第76回全日本大学バスケットボール選手権大会出場
　（第25回東北大学リーグ兼東北大学選手権大会３位）
　創部初のインカレ出場を決めら
れたことを大変嬉しく思います。
初出場ということで緊張もありま
すが、同時に楽しみという気持ち
も湧いています。リーグ戦で出た
課題をチームとしても個人として
も克服し、インカレ初勝利を目標
に東北代表として精一杯頑張りた
いと思います。

キャプテン　坂本　蓮

　4年連続7回目の出場が決定しました。目標のメインコート（全国ベスト8）
目指して頑張ります。

　県予選では1位通過で本戦へ
の出場が決まりました。1戦で
も多く勝てるように頑張ります。

　光星高校に入学して、初めて
の全国大会です。緊張すると
思いますが、ミスの少ない演技
をして自己ベストを出せるよう
に頑張ります。

　各種全国大会上位入賞及び
ベスト更新を目標に、厳しい練
習に励んで来ました。インター
ハイでは2つの目標を達成でき
るように頑張ります。

　入賞目指して頑張ります。

男子バスケットボール部
◆SoftBankウインターカップ2024
　令和6年度第77回全国高等学校バスケットボール選手権大会
　（SoftBankウインターカップ2024　令和6年度第77回全国高等学校
　バスケットボール選手権大会青森県予選会優勝）

男子バスケットボール部

◆第97回日本学生氷上競技選手権大会　男子ファーストディビジョン出場
　（第97回日本学生氷上競技選手権大会東北地区予選優勝）

　初めに東北大会優勝に際し、アイス
ホッケー部門に関わるすべての方へ感謝
申し上げます。ありがとうございました。
　今年度の目標はインカレベスト８です。
現在インカレへ向けて細かい調整に入っ
ています。地元開催であり期待値も高ま
りますが、まずはアイスホッケーを楽し
むこと、そして本学のために全身全霊で
大会へ臨むことを誓います。

主将　林　佑翔

スケート部アイスホッケー部門

◆アットホームカップ2024 第22回インディペンデンスリーグ
　全日本大学サッカーフェスティバル出場
　（東北インディペンデンスリーグ2024優勝）
　この度、東北インディペンデンスリーグ2024優勝、そして全国大会出
場を果たすことができました。この結果を残すことができたのは選手だ
けの力ではなく、日頃からサポートしてくださる家族やスタッフ、OB、ス
ポンサーなど、サッカー部に関わってくださる皆様のおかげだと思いま
す。昨年の全国大会では、一回戦敗退という悔しい結果に終わったため、
今年は昨年以上の結果を必ず残し、優勝して大会を終えたいと思ってい
ます。チーム一丸となり勝利を目指して戦います。

U-22A　主将　遠田 脩真

　2年ぶり4回目の出場が決定しました。初戦突破で全国2勝目を目指して頑張ります。

◆SoftBankウインターカップ2024
　令和6年度第77回全国高等学校バスケットボール選手権大会
　（SoftBankウインターカップ2024　令和6年度第77回全国高等学校
　バスケットボール選手権大会青森県予選会優勝）

女子バスケットボール部

　今年初めての全国大会出場です。初戦突破目指して頑張ります。

◆第33回全日本高等学校女子サッカー選手権大会
　（第33回全日本高等学校女子サッカー選手権大会青森県大会優勝）

女子サッカー部

◆天皇杯・皇后杯 2025年
　全日本卓球選手権
　（中里 姫乃）

卓球部

◆第74回全国高等学校
　フィギュアスケート競技
　選手権大会
　（田名部 飛至也・藤原 愛菜）

フィギュアスケート部

◆第74回全国高等学校
　スピードスケート競技
　選手権大会
　（上田 千聖・長根 結芽）

スピードスケート部

◆2024年度全国高等学校ゴルフ選手権春季大会出場選手
　男子　塩谷 凜太郎　斎藤 優空
　女子　佐藤 心々　梅本 りさ　小山 萌々香

ゴルフ部

　青森県立八戸高等学校との合同チームで２
年目のシーズンとなりました。今シーズンも少
人数体制ではありますが、最後まで諦めず自
分達らしいプレーをしていきたいと思います。

◆第74回全国高等学校
　アイスホッケー競技選手権大会
　（第77回青森県高等学校スケート競技
　選手権大会アイスホッケー競技３位）

アイスホッケー部

応援よろしくお願いします！！！
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う
言
葉
の
重

み
に
触
れ
、
地
域
支
援
者
の
活
動
は
、
支
援
が

必
要
な
方
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う

一
方
向
的
な
も
の
で
は
な
く
、
活
動
し
た
側
も
、

自
身
の
変
容
に
期
待
し
な
が
ら
、“
自
己
成

長
”“
自
己
学
習
”な
ど
の
恩
恵
を
受
け
る
べ
き

だ
と
い
う
結
論
を
現
在
は
見
出
す
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設
の
地
域
開
放
が
言

わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
福
祉
現
場
に
お

け
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
た
、“
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〟も
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
バ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
７
原
則
を
大
切
に
思
う

　

福
祉
援
助
者
の
基
本
的
な
視
点
と
し
て
、
私

は
バ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク（Felix P. Biestek

）の

７
原
則
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
現

場
で
は
、“
受
容
”“
自
己
決
定
”と
い
う
部
分
に

重
き
を
置
い
て
、
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
真
の
専
門
職
と
は
、
目
の
前
に
い
る

支
援
対
象
者
の〝
思
い
〟を
受
け
止
め
な
が
ら

も
、
そ
の“
思
い
”が
実
現
可
能
な
こ
と
な
の
か

を
問
い
続
け
、
家
族
を
含
む
周
囲
の
環
境
を
分

令和６年１月　御禊コミュニティセンター（七尾市）内での
　　　　　　  避難スペースでの聞き取り

（図１）災害時の福祉支援体制の整備に向けた
ガイドライン（厚生労働省）

令和６年３月　志賀町役場前で、滋賀県、鳥取県、青森県のDWATと共に
（後列右から2番目が本人）

八戸学院大学短期大学部
介護福祉学科

准教授　鳴 海　孝 彦

福
祉
支
援
に
関
す
る
研
究
活
動
を
都
道
府
県

に
呼
び
掛
け
、
平
成
30
年
5
月
に
は
厚
生
労

働
省
が「
災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
」を
発
出
し
、各
都
道
府
県
へ
の
災

害
福
祉
支
援
チ
ー
ム
員（D

isaster W
elfare 

A
ssistance Team

以
下
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
い
う
）

の
組
成
を
呼
び
か
け
、
災
害
支
援
に
お
け
る
福

祉
の
10
の
役
割（
図
１
）を
明
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
す
る
側
の
ロ

ジ
ッ
ク
で
は
な
く
、
被
災
地
側（
市
町
村
）の
要

請
に
基
づ
い
た
被
災
者
の
二
次
被
害
防
止
体
制

の
整
備
を
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
を
意
味
す
る

こ
と
と
な
り
、
災
害
医
療
と
並
ん
で
、
被
災
地

域
を
管
轄
す
る
保
健
所
単
位
で
の
福
祉
支
援
を

可
能
と
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。「
災
害
時
の

福
祉
支
援
体
制
の
整
備
に
か
か
る
研
修
体
系
に

関
す
る
調
査
研
究
」（
八
戸
学
院
大
学
短
期
大
学

部
研
究
紀
要
第
56
巻
）で
は
、
調
査
時
点
で
45

都
道
府
県
に
お
い
て
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
組
成
さ
れ
、

今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
47
都

道
府
県
に
対
し
て
能
登
地
方
で
の
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
活

動
の
要
請
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

東北福祉大学社会福祉学部卒業

【主な職歴】
ちびき病院（東北町）
　医療ソーシャルワーカー
社会福祉法人青森県社会福祉協議会
　事務局次長
医療法人藤仁会
　介護老人保健施設えぼし副施設長

【主な社会活動】
青森県災害福祉コーディネーター
中部上北事務組合
　介護認定審査会審査委員
保護司

介護のスペシャリストから、
福祉のゼネラリストへ

５
．
２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震
で
の
活
動

　

標
記
災
害
に
お
い
て
、
私
は
青
森
県
災
害
福

祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
石
川
県
志
賀

町
へ
派
遣
さ
れ
た
青
森
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
へ
同
行

し
、
活
動
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
保

育
士
な
ど
の
多
職
種
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
、
被

災
さ
れ
た
個
人
、
家
族
の
生
活
を
支
援
す
る
こ

と
が
役
割
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
高
齢
、障
が
い
、児
童
な
ど
の
支
援
対
象

者
が
、
安
定
的
に
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
現
状
に
課
題
が
あ
れ
ば
そ
の
課
題

の
原
因
を
分
析
し
、
解
決
に
向
け
た
支
援
策
を

検
討
、
計
画
化
を
図
り
、
支
援
活
動
を
展
開
す

る
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
森
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
発
災
か
ら
２
週
間
後
の

七
尾
市
と
３
月
中
旬
の
志
賀
町
に
て
専
門
職
と

し
て
の
科
学
的
根
拠
、
生
活
者
と
し
て
の
視
点

を
持
ち
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
は
高
齢
化
の
進
行
、
集
落
の
点
在

な
ど
、
二
つ
の
半
島
を
抱
え
る
青
森
県
の
現
状

に
酷
似
し
て
い
ま
す
。
能
登
半
島
で
の
支
援
活

動
を“
我
が
こ
と
”と
捉
え
、
福
祉
と
医
療
の
専

門
職
者
を
養
成
す
る
本
学
は
、
災
害
ケ
ー
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
も
含
め
た
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

可
能
と
な
る
人
材
を
育
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
．
福
祉
の
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て

　

今
、
福
祉
は
個
別
支
援
の
重
要
さ
と
共
に
、

生
活
保
護
法
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
世
帯
支
援
の
さ
ら
な
る
強
化

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
人
の
支
援
だ
け
で

は
解
決
が
で
き
な
い
重
層
的
な
課
題
を
抱
え
る

世
帯
に
も
関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る“
福

祉
の
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
”を
輩
出
し
た
い
と
考
え
、

あ
ら
ゆ
る
社
会
課
題
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、

講
義
や
ゼ
ミ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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❶ 学生による模擬店
❷ レクリエーションコーナー
　 （介護福祉学科）
❸ 健康チェック
　 （人間健康学科）
❹ 東北初キャッシュレス
　 文化祭
❺ 自衛隊ブース
❻ 模擬店が並ぶ
　 メインストリート

❶ 模擬店（中庭）
❷ 三沢エドグレン高校による合唱
❸ 保育福祉科の展示
❹ ロータリークラブ募金

❶ 校庭で豚汁パーティー
❷ PTAによる模擬店
❸ 総合学科展
❹ カラオケ大会

はちがく
フェス

光 星 祭
野西高祭

八戸学院 T O P I C S  学 園 祭 2 0 2 4

10/19（土）
▶10/20（日）

10/25（金）
▶10/26（土）10/19（土）▶10/20（日）
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八戸学院 TOPICS八戸学院 TOPICS

　八戸商工会議所と連携し、地元企業の人事担当者を招いて講座
を開きました。この講座は学生に地元企業への関心を高めてもら
うこと、また、地元定着や人材確保へ繋げることを目的としてお
り、地域経営学科の３年生90名が受講しました。各企業のブース
では、人事担当者による仕事内容や求める人材、就職活動における
心構えなどの説明に、参加した学生は理解を深めていました。

　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科と八戸学院の３つの幼稚園は、日頃から連携してリトミックの活動を行っています。その
成果として、学生と園児がともにひとつの舞台「ノアの方舟」を創りあげ、SG GROUP はちのへ（八戸市公会堂）にて発表しました。
　オープニングのハンドベルでは緊張していた園児でしたが、動物になって元気よくポーズを決めたり嵐を表現したりし、最後は
学生と一緒に素敵な歌声を響かせていました。学生は舞台に上がるだけでなく、演奏や照明などの仕事も務め、貴重な経験に胸を
熱くした一日でした。

　地域の健康促進の支援を目的に行われている「地域医療セミナー」が開催され、
健康医療学部（人間健康学科・看護学科）の学生をはじめ300人が受講しました。
　今回のセミナーは『「むつ下北医療とへき地医療」の現状と課題』と題し、むつ市の
山本知也市長が講師を務めました。山本市長は、来春むつ市に開設される本学看
護学科むつ下北キャンパスに触れながら、地域医療やへき地医療の現状について
説明し、「看護師を志望した熱い思いを次の世代にもつなげてほしい。」と語りました。
　また、参加した学生に対し、「世の中を変えるのは若い力。一緒に青森を元気に
していきましょう。」とエールを送りました。

　八戸ショッピングセンターラピアで、介護福祉学科の２年生 15名が赤い羽根
共同募金の募金活動を行いました。当日は、令和６年度共同募金運動における
共通助成テーマ「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃない～」
のもと、八戸工業大学の皆さんと共に募金への呼びかけを行い、皆さんからた
くさんの善意と共に多くの励ましの言葉もいただきました。ご協力いただきま
した皆様ありがとうございました。

　介護福祉の仕事の魅力をわかりやすく伝えるため、介護福祉学科の２年生５名
が「介護レンジャー」を結成しました。
　洋野町で行われた「認知症予防普及啓発講演会」に初登場した介護レンジャーは、
本学科の学生 30名と共に認知症予防体操や認知症に関するクイズを行うなど、会
場を盛り上げました。イベントを終えた介護レンジャー・レッドの工藤悠暉（２
年）さんは「とても緊張した。今後も介護の魅力を広めたい」と笑顔で話しました。
　介護レンジャーの活動はさらに続き、岩泉町立岩泉小学校４年生の認知症サ
ポーター養成講座や美保野地区「やまばとの会」の研修会に参上して、介護の魅力
を発信しています。

八戸商工会議所と連携して講座を実施 【9/11】星の子シアター「ノアの方舟2024」を開催 【11/8】

地域医療セミナーを開催 【10/31】

赤い羽根共同募金を実施しました 【10/5】

介護の魅力を発信！介護レンジャー参上！！ 【10/22】

“虹のむこうに”の合唱で元気に「おーい！」

オープニングでハンドベルを演奏

観察して真似した陸ガメ

黒猫が元気に登場羊も方舟に乗り込みます

幼児保育学科の１・２年生全員が参加

デーリー東北新聞社提供

大　学

大　学

短　大

短　大

短　大

幼稚園
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光星高

光星高光星高

　ＹＳアリーナと八戸市体育館において、スポーツ大会「光星（キラ）リンピック」を開催し
ました。
　今年度は昨年度より競技種目を増やし、ＹＳアリーナではバレーボールやサッカーのほ
か、綱引きと玉入れを行いました。競技に参加した生徒たちは真剣にプレーをし、その
他の生徒は大歓声で自分のクラスメイトを応援していました。また、ｅスポーツは、マリオ
カート・大乱闘スマッシュブラザーズを取り入れ、マイコントローラーを持参した猛者たち
が激闘を繰り広げました。また、体育館ではバスケットボールが行われ、男子３年Ｆ組が
３連覇という快挙を成し遂げました。
　他にも、ＹＳアリーナではスケートの自由滑走があり、初心者も上級者も楽しみながらス
ケーティングを行っていました。来年度も競技内容を考慮しながら、生徒の想い出に残
るスポーツ大会にしていきたいと思います。

　本校では、５年ぶりに防衛大学校の合格者が
出ました。
　合格した菊池さんは、クラスの仲間や同じ防衛
大学校を目指す八戸市内の高校生たちと切磋
琢磨しながら受験準備に励み、たゆまぬ努力の
末、見事に防衛大学校への道を切り拓きました。
　また、陸上競走部に所属して優れた実績を残
し、念願だったインターハイへの出場を果たすな
ど、文武両道を立派に成し遂げました。
　防衛大学校入学後も更なる成長を遂げ、将来
の国防を担う存在として一層力を高めてくれるこ
とを期待しています。

３年　福澤 颯斗（教養進学系列スポーツ進学系）
　私はこれまで体操競技について詳しくありませんでしたが、大島先
生の授業を受け、体操競技に興味が出ました。また、大島先生がオ
リンピック日本代表に選出されてから、怪我と向き合いつつ過酷な練
習の日々を過ごしオリンピック本番に臨んでいた体験を聞いて、とてつ
もないプレッシャーの中で競技に取り組んでいたことを知りました。私
もこれから部活動により真摯に取り組んでいきたいと思います。

３年　芋田 道生（教養進学系列教養進学系）
　最近、資産運用に興味があり、良いタイミングで受講する
ことができました。株以外にも様々な金融商品の知識を身に
付け、資産を分散することの大切さを学びました。大学に進
学し、さらに深い知識を身に付けたいと考えています。

　日本女子最多記録である通算８度の世界選手権出場をはじめ、
アテネや北京オリンピックでも活躍された大島杏子さんをお招き
して特別授業を実施しました。
　授業では、大島さんがオリンピックに出場した際のエピソードをお
話しいただき、トップアスリートがどのように競技と向き合い、結果を
出すためにどのような努力をしているのかを学ぶことができました。
　授業の後は、実際にマット運動を指導していただき、「できないで
はなく、まずやってみる」ことの大切さを教えていただきました。

　２年生を対象にインターンシップ（就業体験実習）を実施しました。今年度も野辺地町の様々な企
業・団体にご協力いただき、生徒自身の興味・関心に合わせた就業場所に受け入れをお願いしました。
　普段、何気なく利用しているスーパーマーケットやドラッグストア、飲食店などで就業体験を行った生
徒からは、利用者のために様々な工夫がされていることを知り、企業努力に感動したなどの感想が出
ており、今後の進路選択において貴重な体験となりました。

　悲願の選手権大会青森県予選優勝と全国出場を目指し、８年連続同一カードとなる青森
山田高等学校に挑みました。決勝までの３試合で、35得点・無失点と圧倒的な成績を残し、
歴史が変わる瞬間を予感させる決勝戦となりました。
　前半にＦＷの成田涼雅くんが先制し、全校応援で駆け付けたスタンドの生徒たちは手を
取り合って喜び、全力で応援しました。
　結果は惜しくも１対３に終わりましたが、最後まであきらめることなく全力でプレーし、試合終了
のホイッスルと同時に倒れ込む選手の姿は、この試合に３年間の全てをかけ、想像もできない
くらい厳しい練習に取り組んできたことを伺わせ、応援する全ての人に感動を与えてくれました。

　青い森信用金庫およびマネックス証券株式会社の方々を講
師としてお招きし、２・３年生を対象に金融教育を実施しまし
た。青い森信用金庫地域支援室の村本尚彦さんからは、ライ
フプランとお金をテーマにお話しいただき、奨学金やローン、
クレジットカードなど、これから必要になることの多い金融
サービスの仕組みについて学ぶことができました。マネック
ス証券八戸コンタクトセンターの中村瞳さんからは、資産運用
についてお話しいただきました。投資をすることのメリット・
デメリットを理解し、将来に備えて正しい金融知識を身につけ
ることの大切さを学びました。

　今年度の第19回定期演奏会は「SG GROUPホールはちのへ（八戸市公会
堂）」にて開催いたしました。開催にあたりまして、ご協力いただきました全て
の方々に感謝申し上げます。ありがとうございます。
　さて、今回の定期演奏会では新たな企画として、開場前に並ばれているお
客様を退屈させないためにロビーコンサートを行い、開演前にお楽しみいただ
くことができました。そして、今年度は昨年度を大きく上回る来場者数となり、
日頃の私たちの活動を多くの方々が見に・聴きに来てくださいましたことに、本
当に感謝いたしております。
　第１部のプログラムは、今年度の吹奏楽コンクール八戸地区大会で金賞を
いただいた「ローマの祭り」や「トランペット吹きの休日」などを演奏いたしました。
本校吹奏楽部は今年度、大編成の部門に出場した年になりましたが、この難
曲を部員たちは一丸となって日々練習に励み、その成果を皆様にお聴きいただ
くことができました。
　第２部は映画音楽の世界、第３部はポップスを中心としたステージで、お客
様との距離感を近く感じられるステージは、奏者たちも達成感を感じながら光
星高校らしいステージをお届けすることが出来ました。
　最後に部員たちは、演奏会の企画や練習・本番を通して大きく成長すること
ができ、自信へとつながる良い経験をすることができました。特に部長を始めと
する３年生においては、技術的にも生活面でも大きく成長し、素晴らしい活動

を展 開してくれました。
本当に感謝しています。
今後の活動も更に上を目
指していけるよう新体制
になっても部員一同多く
のことにチャレンジし、ス
テップアップできるように
努力していきたいと思い
ます。今後ともよろしくお
願いいたします。

令和６年度の光星（キラ）リンピック【10/10】

祝 防衛大学校合格第19回定期演奏会 【11/4】

大島 杏子さん（体操競技）による
特別授業を開講 【9/18】

２・３年生向け
金融教育を実施 【10/18】

２年次インターンシップを実施 【9/2･3】

第103回全国高校サッカー選手権大会青森県予選決勝 【11/4】

菊池 叶子さん（五戸中学校出身）
普通科特別進学コース／陸上競走部

野西高

野西高

野西高

野西高
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八戸学院３幼稚園
マスコットキャラ

ステラが行く
vol.23  

ス
テ
ラ
・
フ
ォ

ー

カ
ス

　

箱
庭
療
法
と
い
う
心
理
療
法
が
あ
る
こ
と

は
、ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
砂
の
入
っ

た
箱
の
中
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
玩
具
を
好
き
な
よ
う

に
並
べ
て
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
も
の

で
、
箱
の
内
側
が
青
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
の
で
、

砂
を
掘
っ
て
川
や
池
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
八
戸
学
院
幼
稚
園
で
は
時
折
子
ど
も
た

ち
が
そ
の
用
具
を
使
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
の
で
、

そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

箱
庭
療
法
は
英
語
で
は「
砂
遊
び
療
法
」

（Sandplay T
herapy

）
と
言
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
箱
庭
と
い
う
名
前
で
日
本
に
導
入
し
て

発
展
さ
せ
た
の
が
、
著
名
な
心
理
学
者
の
河
合

隼
雄
氏
で
す
。
と
い
う
の
も
、
日
本
に
は
元
々

箱
の
中
に
景
色
を
作
る「
箱
庭
」と
い
う
遊
び

が
存
在
し
、
明
治
時
代
に
は
庶
民
の
間
で
か
な

り
浸
透
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

箱
庭
の
良
さ
は
、
砂
に
触
れ
る
の
が
気
持
ち

よ
く
、
癒
し
の
効
果
が
あ
る
こ
と
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

に
よ
っ
て
想
像
力
が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
、
技
術

が
必
要
な
く
手
軽
に
楽
し
く
表
現
で
き
る
こ

と
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
以
前
、
短
期
大
学
部
幼

児
保
育
学
科
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
で
学
園
祭
に

来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
に
箱
庭
で
遊
ん
で
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
毎
年
大
盛
況
で
し
た
の
で
、
幼

稚
園
で
も
ぜ
ひ
行
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
心
理
療
法
で
は
な
く
遊
び
と
し
て
の
活

動
で
あ
り
、
箱
も
規
格
よ
り
大
き
く
、
複
数
の

子
ど
も
が
同
時
に
遊
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

（
ゼ
ミ
の
学
生
が
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
）。

　

で
き
れ
ば
日
常
の
教
育
活
動
に
気
軽
に
取

り
入
れ
た
い
の
で
す
が
、
用
具
を
運
ん
で
準
備

す
る
の
が
大
変
と
い
う
難
点
が
あ
り
、
今
は
主

に
星
の
子
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
６
月
30
日
に
八
戸
市
私

立
幼
稚
園
協
会
の
企
画
で
行
っ
た
コ
ド
モ
ホ
コ
テ

ン
に
も
ブ
ー
ス
を
出
し
、一
般
の
来
場
者
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
箱
庭
遊
び
を
行
う

際
は
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
表
現
で
き
る
よ
う

に
保
育
者
が
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
イ

ベ
ン
ト
で
は
保
護
者
の
方
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

て
、
時
に
は
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で
く
だ
さ
る

の
が
良
い
な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

箱
庭
遊
び
で
用
い
る
砂
は
特
別
に
細
か
く
て

サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
見
か
け
る「
ま

と
ま
る
砂
」を
使
う
と
、
ま
た
違
っ
た
面
白
さ

が
あ
り
ま
す
。
幼
児
が
一
人
で
使
う
の
に
適
し

た
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
箱
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
気

持
ち
を
落
ち
着
け
る
の
に
使
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
魅
力
の
大
き
い
こ

の
遊
び
の
可
能
性
が
も
っ
と
広
が
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

八戸学院第二しののめ幼稚園

八戸学院聖アンナ幼稚園

親子で健康教室～自分の体を大事にしよう～

歴代のアルバム・写真に感嘆の声

　10月16日（水）、年長組の子どもたちと保護者を対象に
健康教室が行われ、八戸学院大学別科助産専攻の学生から
「プライベートパーツ」「男女の体の違い」「いいタッチわるい
タッチ」について教えていただきました。

　10月19日（土）、
八戸学院大学・八戸
学院大学短期大学
部の学園祭に合わ
せて『聖アンナの集
い』を開催しました。
８号館の一室に、開

設年度（1976年度）から昨年度（2023年度）までの卒園
アルバムを一挙に並べ、系列幼稚園合同音楽会（現星の
子シアター）の第１回開催から現存する写真パネルをす
べて展示しました。
　来場した卒園児や保護者は、感嘆の声を上げ「素晴ら

八戸学院幼稚園
秋晴れの中での「りんご収穫体験会」
　11月15日（金）、八戸市果樹振興会からのお招きで「りん
ご収穫体験」に出掛けました。この体験会は、りんごの消
費拡大と農業への理解を深めることを目的に平成17年か
ら行われているもので、今年で20回目になります。昨年で
市内の幼稚園がすべて体験したため、今年から毎年抽選と
なり応募したところ、何と第1回の抽選で本園が選出され
ました。
　りんご園に着くと、最初に園主の方から美味しいりんご
の見分け方など、収穫の仕方について教えてもらいました。
しっかりお話を聞いた後は早速りんご狩りを開始。大き
く真っ赤に実ったりんごを品定めしながら、ひとり５個ず
つ収穫しました。お家に持ち帰る1個を絵本袋に入れると、
帰りのバスの中で見せ合っては「うわぁ、大きいね～」

しいですね、歴史を感じます。」と写真パネルを見渡した
り、ご自身や知人の方が写っている写真に思わず見入り、
懐かしんでいました。また、中には「初期の頃に卒園した
のですが、卒園アルバムの所在がはっきりせず、今日こ
の場で偶然にも見ることができてとても嬉しいです。」と
いう方もおり、聖アンナ幼稚園で繋がった方々とのご縁
を、これからも大切にしていきたいと感じた一日でした。

八
戸
学
院
幼
稚
園

　
　『
箱
庭
遊
び
の
楽
し
み
』

　
　
　 

～
小
さ
な
お
砂
場
で
遊
ぼ
う
～

　子どもたちにもわかりやすい
よう学生も工夫し、パネルを使っ
た説明や参加型にしたことで、真
剣に話を聞いている様子が伺え
ました。
　４月から小学生になる子どもた
ちは行動範囲が広くなり、一人で
行動することが増えてきます。「い
やだ」「にげる」「はなす」は子ども
と大人の約束です。嫌なことが
あった時は自分から発信できるよ
う、繰り返し一緒に考え、話し合う
ことの必要性を感じました。

「こっちの方が真っ赤だよー」などと盛り上がり、秋晴れの
もと素敵なりんご収穫体験になりました。

多くの在園児も参加し、ビンゴゲームで世代を超えて楽しみました。

まとまる砂で、小学生の表現です

星の子祭の箱庭コーナー

長い時間じっくりと遊んでいました
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八
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平成19年度以降寄付金累計額　881 , 7 4 0 , 7 7 4円

寄付金額
９５，６９３，５７８円

本学院では教育環境刷新（教育環境整備・教育改革・教育支援等）を目的として、寄付の
ご協力をお願いしております。詳細はホームページ（https://kosei.hachinohe-u.ac.jp/）
をご覧いただくか、総務部（TEL.0178-30-1411）までお問い合わせください。
※本学院に対する寄付金は、個人または法人の「税制上の優遇措置」を受けられる場合があります。

■教育研究費補助　■国際交流補助　■クラブ活動支援
■全国高等学校野球選手権大会出場補助　■選抜高等学校野球大会出場補助
■室内練習場建設補助　■八戸学院幼稚園園舎新築返済補助
■キャンパス内建物・設備改修等補助

光
星
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
基
金
）

令
和
５
年
度 

寄
付
受
理
ご
報
告

　
　
　
　  （
令
和
５
年
４
月
〜
令
和
６
年
３
月
末
）

　
　

　
　
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

　
　
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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橋

本

光

宏

様

橋

本

泰

典

様

錦

織

信

行

様

金

澤

重

武

様

金
　
　
　
始
　
旴
　
様

熊
　
谷
　
　
　
匠
　
様

熊

谷

哲

谷

様

栗

澤

厚

博

様

戸

田

達

彦

様

戸

田

理

恵

様

工

藤

健

悟

様

工

藤

恒

一

様

工
　
藤
　
　
　
剛
　
様

工
　
藤
　
　
　
淳
　
様

工

藤

友

和

様

高

橋

英

靖

様

高

橋

光

生

様

高
　
橋
　
真
奈
美
　
様

高

坂

嘉

男

様

高

山

和

香

様

高

田

伸

一

様

佐

賀

正

和

様

佐
々
木
　
ひ
と
み
　
様

佐
々
木
　
貴
　
晃
　
様

佐
々
木
　
　
　
譲
　
様

佐
々
木
　
正
　
志
　
様

佐
々
木
　
由
　
紀
　
様

佐
々
木
　
陸
　
夫
　
様

佐

竹

弘

行

様

佐

藤

一

成

様

佐

藤

絵

理

様

佐

藤

康

司

様

佐

藤

英

隆

様

佐

藤

晴

子

様

佐

藤

直

武

様

佐

藤

文

良

様

佐

藤

隆

久

様

佐

武

靖

生

様

嵯

峨

秀

臣

様

嵯

峨

良

徳

様

斎

藤

修

司

様

斎

藤

朋

也

様

細

川

浩

司

様

坂

井

一

彦

様

坂

爪

陽

二

様

坂
　
本
　
　
　
寛
　
様

坂
　
本
　
　
　
真
　
様

三

浦

充

良

様

三

谷

直

人

様

三

品

友

香

様

山
　
岡
　
亜
也
子
　
様

山

岸

真

悟

様

山

口

幸

人

様

山

崎

貴

代

様

山

村

和

子

様

四
ツ
橋
　
智
　
子
　
様

市

川

勝

行

様

市

川

裕

一

様

志

賀

芳

則

様

獅
子
内
　
拓
　
実
　
様

室

舘

明

人

様

若

林

哲

也

様

酒

井

光

寿

様

秋
　
戸
　
　
　
希
　
様

小
笠
原
　
直
　
毅
　
様

小

向

美

咲

様

小

山

浩

一

様

小

枝

高

夫

様

小

松

政

文

様

小

池

淳

也

様

小
田
島
　
由
　
佳
　
様

小
　
島
　
　
　
仁
　
様

小
野
寺
　
香
　
弥
　
様

小
　
林
　
　
　
聖
　
様

小

林

大

志

様

小

澤

幸

輝

様

松
ヶ
崎
　
　
　
愛
　
様

松

田

賢

治

様

松

本

則

子

様

沼

岡

裕

子

様

沼

畑

健

一

様

沼

尾

博

生

様

植

田

義

信

様

森
　
　
　
憲
　
治
　
様

森
　
　
　
聡
　
子
　
様

森
　
　
　
朝
　
治
　
様

神
　
　
　
宏
　
樹
　
様

吹

上

栄

美

様

水

口

智

善

様

水

口

和

典

様

杉
　
山
　
　
　
信
　
様

菅
　
野
　
　
　
純
　
様

菅

野

知

由

様

成

田

純

美

様

成

田

明

美

様

政

木

大

治

様

星
　
　
　
直
　
也
　
様

晴
　
山
　
真
由
美
　
様

清

水

直

樹

様

生

形

一

寛

様

盛
　
　
　
雅
　
之
　
様

西

川

正

義

様

西
　
野
　
香
奈
子
　
様

青

木

淳

子

様

石

橋

理

恵

様

石

山

恵

実

様

石
　
川
　
美
佐
子
　
様

赤

松

友

美

様

赤
　
石
　
　
　
工
　
様

千

田

建

一

様

川

越

達

也

様

川

崎

一

貴

様

川
守
田
　
景
　
子
　
様

川
　
村
　
　
　
博
　
様

川

村

和

久

様

川

辺

直

樹

様

川

﨑

和

磨

様

泉
　
　
　
輝
　
彦
　
様

泉
　
澤
　
　
　
浩
　
様

前

田

晋

吾

様

早

坂

憲

昭

様

早

坂

洋

和

様

相

田

善

英

様

相

澤

英

明

様

相

澤

貴

洋

様

村

元

大

介

様

村

上

英

夫

様

村
　
上
　
　
　
豪
　
様

村

上

昭

男

様

村
　
田
　
　
　
順
　
様

大

下

義

徳

様

大
久
保
　
絵
　
美
　
様

大
久
保
　
友
紀
子
　
様

大

宮

寿

子

様

大

宮

正

行

様

大

栗

伸

吾

様

大

坂

秀

光

様

大
　
川
　
　
　
晃
　
様

大
　
塚
　
　
　
潤
　
様

大

澤

宏

樹

様

沢

口

里

美

様

沢

上

祐

介

様

辰
　
巳
　
美
代
子
　
様

谷

端

修

一

様

丹

内

潤

二

様

池

田

七

恵

様

竹
　
花
　
美
由
紀
　
様

竹
　
内
　
　
　
良
　
様

中

村

公

一

様

中

村

好

希

様

中
　
村
　
　
　
忍
　
様

中

野

克

彦

様

中

野

俊

春

様

長

橋

伸

浩

様

長

根

義

則

様

鳥

居

高

博

様

鳥
谷
部
　
　
　
恵
　
様

鶴
ケ
﨑
　
　
　
剛
　
様

的

場

友

之

様

天

間

優

貴

様

田
　
村
　
　
　
修
　
様

田

村

秀

哉

様

田
　
代
　
　
　
満
　
様

田
　
端
　
久
美
子
　
様

田

中

郁

恵

様

田

中

織

重

様

田

中

律

子

様

田

澤

雄

二

様

渡

邉

智

信

様

土

橋

勝

幸

様

島

下

亮

一

様

東
　
　
　
香
　
織
　
様

藤

井

正

孝

様

藤

岡

喜

隆

様

苫
米
地
　
　
　
梢
　
様

奈

良

昭

太

様

内
　
田
　
　
　
稔
　
様

内

澤

摂

哉

様

二
ッ
森
　
美
　
穂
　
様

日
　
下
　
　
　
順
　
様

梅

津

博

友

様

白

取

正

彦

様

白

石

泰

彦

様

畑

山

俊

輝

様

八

戸

建

栄

様

飯

田

誠

哉

様

布

施

雄

太

様

府

川

祐

治

様

武

田

英

美

様

風

張

勝

博

様

幅

野

雅

久

様

幅

野

陽

香

様

福

井

理

仁

様

福
　
山
　
由
紀
子
　
様

福
　
沢
　
　
　
久
　
様

福

地

陽

二

様

福
　
田
　
め
ぐ
み
　
様

福

田

勇

樹

様

福
　
島
　
　
　
宏
　
様

福
　
嶋
　
　
　
勲
　
様

平

山

克

哉

様

平

川

い

り

様

平

林

秀

啓

様

片

倉

謙

次

様

北

田

史

人

様

堀
　
江
　
　
　
徳
　
様

堀
　
川
　
日
登
美
　
様

堀
　
田
　
ミ
チ
子
　
様

堀
　
田
　
　
　
亮
　
様

本
　
多
　
ま
ど
か
　
様

柾

谷

祥

二

様

茂

木

範

仁

様

木

村

嘉

千

様

木
　
村
　
　
　
悟
　
様

木

村

仁

大

様

木

村

拓

次

様

木

村

隆

幸

様

木

立

千

春

様

野

村

幸

治

様

野

呂

美

樹

様

矢

倉

義

紀

様

柳
　
　
　
　
　
充
　
様

落

合

生

嗣

様

李
　
　
　
周
　
恒
　
様

梁
　
　
　
現
　
竣
　
様

嶺

岸

誠

弘

様

鈴

木

英

行

様

鈴

木

義

貴

様

鈴

木

広

美

様

鈴

木

哲

也

様

鈴
　
木
　
　
　
猛
　
様

國

井

和

宏

様

廣

瀬

郁

乃

様

惠

南

泰

造

様

檜

山

友

佳

様

櫻

井

裕

樹

様

淺
　
野
　
　
　
良
　
様

濱
　
中
　
恵
美
子
　
様

濱
　
道
　
　
　
修
　
様

濱

名

伸

行

様

眞

籠

義

樹

様

齋

藤

和

範

様

蛯
　
名
　
　
　
純
　
様

齊

藤

歩

美

様

齊

藤

朋

也

様

髙
　
橋
　
　
　
渉
　
様

髙

橋

大

介

様

髙

橋

利

菜

様

法

官

新

一

様

一

戸

利

則

様

大

関

武

仁

様

浜
　
　
　
章
　
夫
　
様

柴

垣

博

孝

様

村
　
本
　
　
　
卓
　
様

髙

須

則

行

様

田
　
中
　
　
　
哲
　
様

根

城

隆

幸

様

木

村

浩

哉

様

坂

本

貴

博

様

堤
　
　
　
静
　
子
　
様

バ
リ
ー・グ
ロ
ス
マ
ン
　
様

奈
　
良
　
　
　
卓
　
様

グ
レ
ゴ
リ
ー・ア
ン
ソ
ニ
ー
　
様

田

村

正

文

様

馬

場

祥

次

様

楊
　
　
　
麗
　
栄
　
様

加

来

聡

伸

様

崔
　
　
　
桓
　
碩
　
様

井
　
上
　
　
　
丹
　
様

幸
　
田
　
威
久
矢
　
様

横

田

将

志

様

川
守
田
　
景
　
子
　
様

岩

浪

始

由

様

村

﨑

匡

裕

様

工
　
藤
　
美
那
子
　
様

佐

藤

嘉

孝

様

高

橋

正

行

様

山

下

祐

史

様

三

田

和

典

様

高
屋
敷
　
好
　
孝
　
様

金
田
一
　
春
　
香
　
様

坂

野

仁

志

様

船

場

亜

希

様

白

井

大

介

様

齊

藤

史

絵

様

水
　
野
　
眞
佐
夫
　
様

吉

田

守

実

様

小

澤

昭

夫

様

千

葉

啓

子

様

浜
　
中
　
の
り
子
　
様

佐
　
藤
　
千
恵
子
　
様

遠

藤

光

男

様

遠

藤

守

人

様

井

元

紀

子

様

渡

邉

陵

由

様

金
　
地
　
美
知
彦
　
様

石

原

良

明

様

有

光

琢

磨

様

宮

澤

君

子

様

大
　
木
　
え
り
か
　
様

立

石

真

司

様

泉

水

朝

宏

様

平

塚

和

也

様

工
　
藤
　
祐
太
郎
　
様

松

山

政

義

様

柳

沢

里

美

様

吉

田

尊

徳

様

早

川

幸

久

様

織
　
戸
　
　
　
浩
　
様

新
沼
舘
　
貴
　
志
　
様

金

入

教

人

様

佐
々
木
　
佳
　
子
　
様

安
　
田
　
久
美
子
　
様

畠

山

文

絵

様

河
　
村
　
千
代
美
　
様

加

藤

智

恵

様

明

戸

裕

治

様

橘
　
　
　
勇
　
佑
　
様

佐

藤

裕

次

様

中

村

尚

子

様

田

中

克

枝

様

髙

橋

正

知

様

壬

生

寿

子

様

■　光星学院へのご寄付のお願い

𠮷

岡

幸

子

様

坂

本

保

子

様

木
　
村
　
　
　
緑
　
様

小
　
沢
　
久
美
子
　
様

市
　
川
　
裕
美
子
　
様

坂

本

弘

子

様

簗
　
場
　
理
利
子
　
様

切
　
明
　
美
保
子
　
様

久

保

宣

子

様

西
　
川
　
　
　
健
　
様

三

浦

広

美

様

柴
生
田
　
英
　
香
　
様

古
　
舘
　
美
喜
子
　
様

溝

江

弓

恵

様

佐
々
木
　
真
　
湖
　
様

小
　
出
　
る
み
子
　
様

足
　
澤
　
ち
か
子
　
様

堺
　
　
　
香
奈
子
　
様

日
　
當
　
ひ
と
み
　
様

箒
　
　
　
さ
と
子
　
様

岡
　
沼
　
真
由
美
　
様

藤

原

真

史

様

岩

本

寿

生

様

石

橋

鈴

香

様

中
　
田
　
由
紀
子
　
様

伊
　
藤
　
　
　
瞳
　
様

馬
　
場
　
喜
代
子
　
様

蛯

沢

眞

子

様

中
　
村
　
　
　
健
　
様

吉

田

正

幸

様

髙

橋

雪

子

様

藤

邉

祐

子

様

音
喜
多
　
桃
　
子
　
様

杉

山

幸

子

様

澤

井

睦

美

様

田

中

敬

一

様

加

藤

康

子

様

天

摩

雅

和

様

差

波

直

樹

様

野

口

和

也

様

中

嶋

栄

子

様

池

田

拓

馬

様

坂
　
本
　
利
枝
子
　
様

橋

本

知

子

様

本
　
吉
　
　
　
好
　
様

鈴

木

康

弘

様

船

山

哲

郎

様

村
　
本
　
　
　
景
　
様

橘
　
　
　
佳
奈
美
　
様

坂

本

悟

一

様

力
　
石
　
　
　
暁
　
様

柏

葉

英

美

様

三

浦

文

恵

様

小
　
川
　
あ
ゆ
み
　
様

鳴

海

孝

彦

様

高

橋

英

成

様

岩
　
舘
　
亜
沙
美
　
様

鈴

木

絵

美

様

納
　
谷
　
　
　
司
　
様

中

村

良

寛

様

木

村

一

夫

様

赤

間

俊

勝

様

蛯

名

淳

子

様

岩

舘

精

一

様

類

家

和

以

様

門
　
馬
　
　
　
修
　
様

村

上

哲

宏

様

前

田

淳

一

様

早

川

公

男

様

岩

舘

照

康

様

横

濱

凉

子

様

石
　
田
　
　
　
功
　
様

横
　
浜
　
　
　
学
　
様

高
　
橋
　
　
　
亨
　
様

西

村

裕

行

様

山

岸

徳

貴

様

仲

井

宗

基

様

太
　
田
　
か
お
り
　
様

坂
　
本
　
美
有
紀
　
様

下

田

香

織

様

五
十
嵐
　
敬
　
彦
　
様

附

田

憲

勇

様

池

川

智

子

様

小

坂

貫

志

様

金

渕

清

文

様

川

村

秀

策

様

若

林

優

之

様

仲
　
安
　
麻
衣
子
　
様

江
　
戸
　
　
　
翠
　
様

三

戸

祐

介

様

田

中

敏

則

様

中

村

智

美

様

土

岐

瑶

子

様

畑

中

孝

太

様

下
　
山
　
　
　
愛
　
様

細
　
越
　
ち
ひ
ろ
　
様

津

田

勇

志

様

佐
々
木
　
彰
　
彦
　
様

野

坂

華

子

様

工
　
藤
　
有
里
子
　
様

古

川

瑞

輝

様

山

崎

大

志

様

二

宮

昂

生

様

保

坂

捷

太

様

佐

藤

里

奈

様

小
笠
原
　
　
　
澪
　
様

小

向

修

汰

様

助
　
川
　
美
千
子
　
様

杉

﨑

朝

朗

様

岩

井

力

也

様

市

川

裕

之

様

沢

里

和

彦

様

江

渡

貞

光

様

木

村

正

則

様

石

倉

健

司

様

納

谷

康

司

様

佐
々
木
　
義
　
弘
　
様

対

馬

正

敏

様

土

佐

勝

則

様

中
川
原
　
弘
　
士
　
様

松

田

春

雄

様

鹿
　
糠
　
　
　
亮
　
様

川

﨑

賢

蔵

様

奥

沢

友

和

様

中
　
居
　
　
　
渉
　
様

小

沢

華

生

様

佐

藤

基

治

様

小

濱

巧

聖

様

工

藤

恭

子

様

吉

田

健

悦

様

橋

場

保

人

様

迫
　
　
　
祐
　
子
　
様

籏

谷

寿

逸

様

成
　
田
　
富
美
仁
　
様

加

藤

俊

一

様

大
　
沼
　
　
　
暢
　
様

三
　
上
　
　
　
晃
　
様

太

田

智

博

様

前

田

夏

実

様

工
　
藤
　
　
　
蓮
　
様

鈴
　
木
　
　
　
類
　
様

太
　
田
　
　
　
陸
　
様

須

藤

欣

也

様

松

田

好

幸

様

石

川

正

美

様

沼

岡

裕

一

様

柴

崎

典

子

様

石

川

伊

吹

様

赤

坂

篤

子

様

山
　
田
　
奈
穂
子
　
様

古
　
川
　
ち
は
る
　
様

下

崎

沙

野

様

成

澤

友

信

様

北
　
村
　
　
　
圭
　
様

長
　
島
　
は
る
香
　
様

高

村

友

希

様

三

國

夏

子

様

福

村

真

菜

様

平

内

希

莉

様

清
　
水
　
向
日
葵
　
様

大

道

真

以

様

山

本

美

央

様

権

谷

磨

凜

様

高

橋

昌

樹

様

松

浦

希

晴

様

加

藤

里

美

様

松

橋

純

悦

様

山

西

幸

子

様

河
原
木
　
祥
　
子
　
様

工

藤

真

澄

様

笹

山

美

樹

様

外

舘

千

尋

様

沼

沢

夏

紀

様

岩
　
舘
　
由
香
里
　
様

鶴

飼

由

希

様

久

保

深

雪

様

佐

京

未

来

様

山
　
本
　
　
　
徹
　
様

鶴
　
見
　
浩
一
郎
　
様

小

川

啓

示

様

熊

谷

晶

子

様

山

本

雄

大

様

米

田

政

葉

様

正

村

公

弘

様

玉

川

哲

也

様

生

駒

祐

太

様

吹

越

義

博

様

今
　
　
　
清
　
孝
　
様

小
山
田
　
啓
　
子
　
様

安

部

恒

俊

様

津

田

晃

平

様

笹

井

彪

我

様

南
　
　
　
正
　
美
　
様

小
笠
原
　
知
　
寿
　
様

苫
米
地
　
高
　
志
　
様

鳥
谷
部
　
寛
　
明
　
様

寺

嶋

恭

祐

様

鶴

飼

千

敬

様

小

栗

千

明

様

千

葉

優

衣

様

大
　
島
　
麻
衣
子
　
様

東
　
出
　
ま
さ
え
　
様

橋
　
本
　
妃
菜
子
　
様

中
　
村
　
　
　
蘭
　
様

（
順
不
同
）

▼令和５年度の支出内容
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ど
も
家
庭
庁
が
発
足
す
る
な
ど
、
幼
児
教
育

を
取
り
巻
く
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
家
族
の
あ
り
様
に
も
多

様
な
変
化
が
見
ら
れ
、
両
親
共
に
就
労
し
て

い
る
家
庭
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
平

日
の
７
時
30
分
か
ら
の
早
朝
預
か
り
保
育
、

18
時
を
過
ぎ
て
の
延
長
預
か
り
保
育
、
加
え

て
土
曜
日
の
預
か
り
保
育
な
ど
の「
子
育
て
支

援
」が
全
国
の
幼
稚
園
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
頃
、
我
が
国
の
今
年
の
出
生
数
は
70
万

人
割
れ
か
？
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

１
０
０
万
人
割
れ
が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
10

年
経
た
ず
し
て
の
こ
の
数
字
は
か
な
り
深
刻

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
園
長
と
し
て
の
経
験
は
13
年
余
と
い

う
浅
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幼
稚
園
を

取
り
巻
く
状
況
の
大
き
な
変
化
を
感
じ
る

一
方
で
、「
子
ど
も
の
育
ち
は
、世
の
中
が
如

何
に
変
化
し
よ
う
と
も
変
わ
る
も
の
で
は
無

い
。」と
い
う
思
い
は
年
々
強
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の
想
い
や
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
の
こ
と
よ
り
も
経
済
政

策
及
び
労
働
政
策
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に

映
る
現
状
の「
子
育
て
支
援
」の
在
り
方
に
危

惧
を
抱
く
と
と
も
に
、
現
状
の「
子
育
て
支

援
」が
少
子
化
対
策
に
功
を
奏
し
て
い
る
と

は
と
て
も
思
え
な
い
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
と
き
、

現
状
の「
子
育
て
支
援
」の
方
向
性
を
見
直
し
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活

へ
の
支
援
、
子
ど
も
の
育
ち
に
焦
点
を
当
て

た「
子
ど
も
支
援
」へ
と
転
換
し
、
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
を
負
担
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
を
育
て
る
幸
せ
、
子
ど
も
と
と
も
に

成
長
す
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
に
な
る

こ
と
を
切
に
願
う
の
で
あ
り
ま
す
。

超
少
子
化
時
代
を
迎
え
て

　

私
が
園
長
を
務
め
て
い
る
八
戸
学
院
聖
ア

ン
ナ
幼
稚
園
は
園
児
数
39
名（
11
月
末
現
在
）

の
小
さ
な
幼
稚
園
で
す
。
私
が
園
長
と
し
て

就
任
し
た
の
は
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た

直
後
の
平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）４
月
で
す

が
、
そ
の
こ
ろ
と
比
較
し
て
今
の
園
児
数
は

半
減
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
２
～
３
年

の
減
少
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
我
が
園
だ

け
で
は
な
く
近
隣
の
幼
稚
園
も
軒
並
み
同
様

の
状
況
で
、
こ
れ
は
青
森
県
内
の
み
な
ら
ず

全
国
各
地
で
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
す
。

　

我
が
園
は
法
人
内
の
４
番
目
の
幼
稚
園
と

し
て
、
昭
和
51
年（
１
９
７
６
年
）４
月
に
開

園
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
日
本
は
高
度
経
済

成
長
期
を
経
て
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
出

生
数
が
頂
点
を
示
す
こ
ろ
で
、
幼
児
教
育
の

重
要
性
が
広
く
社
会
に
浸
透
し
全
国
各
地
で

幼
稚
園
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
出
生
数
の
グ

ラ
フ
は
下
向
き
に
転
じ
、
お
よ
そ
半
世
紀
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
日
本
は
超
少
子

化
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
法
人
内
を
み
て

も
、
昭
和
42
年（
１
９
６
７
年
）に
幼
稚
園
が

開
設
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
54
年（
１
９
７
９

年
）に
は
八
戸
市
内
に
５
園
、
野
辺
地
町
に

１
園
の
幼
稚
園
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
19

年（
２
０
０
７
年
）以
降
の
統
廃
合
を
経
て
現

在
は
、八
戸
市
内
に
、八
戸
学
院
幼
稚
園
、八

戸
学
院
第
二
し
の
の
め
幼
稚
園
、
そ
し
て
本

園
の
３
園
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
幼
児
教
育
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

14
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、子
ど
も
・
子

育
て
新
制
度
の
施
行
に
伴
い
幼
稚
園
お
よ
び

保
育
園
の
機
能
を
有
す
る
認
定
こ
ど
も
園
が

制
度
化
さ
れ
、保
育
料
無
償
化
が
実
現
し
、子

子
ど
も
の
権
利
条
約

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
内
閣
総
理
大
臣

直
属
の
機
関
と
し
て
内
閣
府
の
外
局
に
こ

ど
も
家
庭
庁
が
設
立
さ
れ
、同
日
、「
こ
ど
も

基
本
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
ど
も
基

本
法
」の
目
的
と
し
て「
全
て
の
こ
ど
も
や

若
者
が
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
せ
な
生
活
が

で
き
る
社
会
の
実
現
」と
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
基
本
法
で
の「
こ
ど
も
」と
は
年

齢
で
区
分
す
る
の
で
は
な
く
、「
心
と
身
体

の
発
達
の
過
程
に
あ
る
者
」と
定
義
し
て
い

ま
す
。
新
生
児
期
、
乳
幼
児
期
、
学
童
期
及

び
思
春
期
の
各
段
階
を
経
て
大
人
に
な
る

ま
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
へ
の

支
援
を
切
れ
目
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
、
政

府
に
は
義
務
付
け
ら
れ
、
都
道
府
県
お
よ
び

市
町
村
に
は
努
力
義
務
と
し
て
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
基
本
法
」の
第
一
条
は「
こ
の
法

律
は
、
日
本
国
憲
法
及
び
児
童
の
権
利
に
関

す
る
条
約
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
…
」と
い

う
文
言
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条

約
」と
は
、
１
９
８
９
年
に
国
連
総
会
に
お

い
て
全
会
一
致
で
採
択
・
議
決
さ
れ
た「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」の
こ
と
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」の
趣
旨
は
、「
世

界
平
和
、戦
争
へ
の
反
省
」、「
人
権
の
保
障
」

で
す
。
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦

で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た

こ
と
を
省
み
、
人
類
は
子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
最
善
の
も
の
を
与
え
る
義
務
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
子
ど
も

の
基
本
的
人
権
を
国
際
的
に
保
障
す
る
た

め
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」全
54
条
で
は
、
子

ど
も
も
大
人
と
同
じ
一
人
の
独
立
し
た
人
格

と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、
心
身
と
も
に
未

発
達
で
成
長
の
過
程
に
あ
る
子
ど
も
に
は
支

援
や
保
護
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
権
利
、
生
き

る
権
利
、育
つ
権
利
、守
ら
れ
る
権
利
、参
加

す
る
権
利
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
連
で
採
択
さ
れ
た
５
年
後
の
１
９
９
４

年
に
は
日
本
も
こ
の
条
約
を
結
ん
で
い
て
、

そ
れ
か
ら
30
年
が
経
ち
ま
す
が
、「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」に
対
す
る
日
本
に
お
け
る
認

知
度
は
決
し
て
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自

身
、「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」の
存
在
を
知
っ

た
の
は
幼
児
教
育
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
で
、
自
分
の
子
育
て
を
振
り
返
り
、
願

わ
く
は
時
間
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ
た
も

の
で
し
た
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
と
同
時
に
こ
ど

も
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も

基
本
法
の
根
底
に
あ
る
子
ど
も
の
権
利
条

約
へ
の
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
権
利
、
差
別
を
受
け
な
い
権
利
、
自
分

の
意
志
が
尊
重
さ
れ
る
権
利
な
ど
が
大
人

の
都
合
で
損
な
わ
れ
て
い
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
、
日
々
の
生
活
の
中
に
お
い
て
社
会

全
体
で
常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
の
１
０
０
か
月

　
「
は
じ
め
の
１
０
０
か
月
」と
は
、
お
母
さ

ん
の
お
腹
の
中
で
の
10
か
月
と
、
生
ま
れ
て

か
ら
の
90
か
月
の
こ
と
で
、
小
学
校
１
年
生

頃
ま
で
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
ど
も
家
庭

庁
が「
幼
児
期
ま
で
の
こ
ど
も
の
育
ち
に
係

る
基
本
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
こ
の
言
葉
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
生
涯

に
わ
た
る
幸
福
の
た
め
に
最
も
重
要
な
時

幼児教育の今、あれこれ…
学校法人光星学院 理事

八戸学院聖アンナ幼稚園 園長
山西　幸子

期
」が「
は
じ
め
の
１
０
０
か
月
」で
あ
り
、こ

の
時
期
に
は「
愛
着
」の
形
成
と
豊
か
な「
遊

び
と
経
験
」が
不
可
欠
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
愛
着
」は
不
安
を
感
じ
た
と
き
に
常
に
寄

り
添
う
身
近
な
大
人
が
居
て
安
心
を
得
る
と

い
う
経
験
の
繰
り
返
し
で
培
わ
れ
、
そ
れ
が

世
の
中
に
対
す
る
信
頼
感
に
繋
が
り
ま
す
。

「
遊
び
と
経
験
」は
、
多
様
な
人
や
自
然
、
絵

本
、
出
来
事
な
ど
と
の
出
会
い
や
関
わ
り
を

経
験
す
る
こ
と
で
、
広
い
世
の
中
で
の
自
分

の
存
在
価
値
を
実
感
し
自
信
を
も
っ
て
積
極

的
に
行
動
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

私
が
園
長
に
就
任
し
て
間
も
な
い
時
期

に
、
現
在
、
一
般
財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼

稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
の
理
事
長
を
さ

れ
て
い
る
安
家
周
一
先
生
の
講
演
会
に
参

加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
期

の
教
育
が
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
、
そ
れ
を

担
う
我
々
に
は
大
き
な
責
任
が
あ
る
と
い

う
お
話
の
中
で「
最
終
学
歴
で
は
な
く
、
最

初
の
学
歴
が
大
切
で
あ
る
。
乳
幼
児
期
の

過
ご
し
方
が
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
く
影

響
す
る
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
に
、「
最
初
の
学
歴
」は「
は
じ
め
の

１
０
０
か
月
」を
意
味
す
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
期
に
、
ど
こ
の
幼
稚
園
で
、
ま

た
は
ど
こ
の
保
育
園
で
、
そ
し
て
家
庭
で
、

如
何
に
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
を
注
が
れ
、
ど
の

よ
う
に
遊
び
、
何
を
体
験
し
た
の
か
が
問
わ

れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
最
初
の
学
歴
」と
い
う
言
葉
を
大
変
印

象
深
く
受
け
留
め
、
そ
の
時
以
来
今
で
も

私
の
心
に
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
は
じ
め
の
１
０
０
か
月
」に
深
く
か
か
わ

る
立
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た

ち
が「
は
じ
め
の
１
０
０
か
月
」を
よ
り
良

く
過
ご
す
た
め
に
、「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
何
が
大
切
か
」を
最
優
先
の
こ
と
と
し
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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東運動公園
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新井
田川

八戸学院
美保野キャンパス

美保野キャンパス
どんぐり拾い

美保野キャンパス

　

緑
豊
か
な
美
保
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、大

き
な
ど
ん
ぐ
り
の
木
が
あ
り
ま
す
。

　

秋
に
な
る
と
、た
く
さ
ん
の
ど
ん
ぐ
り
を

実
ら
せ
、実
っ
た
ど
ん
ぐ
り
が
地
面
い
っ
ぱ

い
に
広
が
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
八
戸
学
院
幼
稚
園
の
園
児
た

ち
が
園
外
保
育
で
美
保
野
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
れ
、
八
戸
学
院
大
学
短
期
大
学
部
幼
児

保
育
学
科
の
学
生
と
一
緒
に
ど
ん
ぐ
り
拾

い
を
し
ま
し
た
。
時
々
見
つ
け
る
帽
子
を

被
っ
た
ど
ん
ぐ
り
に
歓
声
を
あ
げ
、小
さ
な

手
い
っ
ぱ
い
に
溢
れ
る
ほ
ど
の
ど
ん
ぐ
り

を
、嬉
し
そ
う
に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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